
日本医史学雑誌第51巻第2号(2005) 288

前
報
告
（
平
成
十
六
年
）
で
論
者
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四

十
）
年
の
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
の
制
定
に
よ
る
資

格
化
が
精
神
科
作
業
療
法
の
従
事
者
の
職
務
に
及
ぼ
し
た
影
響

に
関
し
て
、
以
下
の
問
題
を
提
起
し
た
。

法
制
定
に
よ
り
新
職
種
が
導
入
さ
れ
当
該
職
務
の
専
門
職
化

が
進
ん
だ
と
い
う
見
解
は
、
従
来
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
資
格
化

が
従
事
者
職
務
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
う
ち
良
い
面
の
み
を
捉
え

て
い
る
。
問
題
の
所
在
は
、
法
制
定
以
前
か
ら
日
本
の
風
土
や

文
化
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
精
神
科
領
域
で
の
取
り
組
み
が

存
在
し
、
そ
れ
を
担
っ
て
き
た
従
事
者
た
ち
が
資
格
制
度
を
ど

う
受
留
め
た
か
等
、
彼
ら
の
職
業
意
識
に
関
し
て
職
種
の
専
門

分
化
に
関
す
る
史
的
観
点
か
ら
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
な
か
っ
た

55

精
神
科
作
業
療
法
職
の
専
門
分
化
過
程
の

考
察
（
二
）
昭
和
四
○
年
の
法
制
定
と
旧
従
事
者

へ
の
影
響

柳
田
純
子

順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室

点
に
あ
る
。

本
報
告
の
目
的
は
、
精
神
科
作
業
療
法
従
事
職
の
専
門
分
化

の
史
的
過
程
に
お
け
る
資
格
制
定
の
意
味
を
、
旧
従
事
者
の
視

点
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
身
分
法
制
定
の
主
旨
に
関
し
て
、
当
時
の
厚
生
省
医
務

局
が
同
法
案
を
第
四
十
八
回
国
会
に
提
案
す
る
た
め
に
作
成
し

た
資
料
、
及
び
法
案
成
立
後
に
発
刊
さ
れ
た
解
説
資
料
を
参
照

し
た
。
法
案
提
案
理
由
の
説
明
冒
頭
で
は
、
身
体
又
は
精
神
に

障
害
の
あ
る
者
を
社
会
生
活
へ
す
み
や
か
に
復
帰
せ
し
め
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
根
幹
を
な
す
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
欧
米
諸
国
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
意
識

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
問
題
の
打
開
策
と
し
て
資
格
制
度
の

創
設
が
検
討
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
国
立
療
養
所
東
京
病
院

に
附
属
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
が
設
置
さ
れ
て
、
人
材
の

養
成
が
既
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
進
捗
説
明
が
あ
る
。
こ

の
進
捗
状
況
の
も
と
、
資
格
制
度
の
成
案
を
得
た
の
で
本
法
案

を
提
案
す
る
と
い
う
主
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
法
制
定
以
前
に
従
事
し
て
い
た
者
の
資
格
化
に
関
す

る
内
容
と
し
て
は
、
同
法
案
の
付
帯
決
議
事
項
に
盛
り
込
ま
れ
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た
下
記
が
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
末
日

ま
で
の
特
例
経
過
措
置
と
し
て
、
一
、
大
学
に
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
、
二
、
厚
生
大
臣
指
定
の
講
習
会
を
修
了
し
た
者
、

三
、
病
院
や
診
療
所
等
の
施
設
で
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る

者
、
以
上
の
各
号
に
合
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
試
験
受
験

資
格
が
得
ら
れ
る
と
い
う
条
件
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
会
の
議
事
記
録
を
参
照
し
た
結
果
、
付
帯
決
議
事
項
も
含

め
て
同
法
案
は
異
議
な
し
で
議
決
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
法
案
提
案
の
主
旨
は
、
新
職
種
の
専
門
技
術
者
を
欧
米
の
資

格
制
度
に
倣
っ
て
導
入
す
る
性
格
が
強
く
、
旧
従
事
者
の
再
教

育
に
よ
る
専
門
化
の
観
点
が
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

次
に
旧
従
事
者
へ
の
聴
き
取
り
内
容
の
考
察
に
入
る
。
調
査

に
応
じ
た
旧
従
事
者
は
男
性
計
六
名
で
、
昭
和
二
～
三
十
年
代

に
精
神
科
の
医
療
施
設
に
入
職
し
て
い
た
。
入
職
時
の
職
種
名

称
は
作
業
指
導
員
三
名
、
看
護
職
二
名
、
テ
ラ
ピ
ス
ト
一
名
で

あ
っ
た
。
以
下
に
旧
従
事
者
か
ら
示
さ
れ
た
、
王
な
点
を
挙
げ
る
ｃ

第
一
に
、
付
帯
決
議
事
項
の
な
か
の
学
歴
要
件
に
合
致
し
な
か

っ
た
り
、
五
年
の
時
限
措
置
に
よ
り
経
験
年
数
が
不
足
し
た
り

し
た
た
め
、
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

制
約
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
入

学
選
考
は
高
校
の
新
卒
者
を
主
体
と
し
て
お
り
、
現
場
か
ら
の

入
学
希
望
者
の
枠
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
仕
事
と
両
立

可
能
な
夜
間
部
の
設
置
を
陳
情
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
三
に
、

日
々
の
実
践
か
ら
何
が
患
者
に
と
っ
て
良
い
か
を
試
行
し
な
が

ら
積
み
上
げ
て
い
く
実
践
主
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て
い
た
。

何
ら
か
の
理
論
づ
け
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
が
、
す

べ
て
を
欧
米
流
に
変
え
る
こ
と
は
日
本
の
風
土
や
文
化
に
合
わ

な
い
面
も
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。

以
上
の
検
討
の
結
果
、
身
分
法
制
定
の
主
旨
に
旧
従
事
者
の

再
教
育
に
よ
る
専
門
化
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
旧

従
事
者
の
専
門
性
向
上
へ
の
意
欲
が
そ
が
れ
た
状
況
が
生
じ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
は
昭
和
四
～
五
十
年
代
に
入
職

し
た
作
業
療
法
士
か
ら
の
聴
き
取
り
結
果
も
含
め
て
、
資
格
制

度
が
新
旧
従
事
者
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
関
し
て
考
察
を
深
め
る
。


